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２００９年を迎えて—世界史的転換点に立って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　晴義（校長）

　　　Ⅰ
　年末年始、「派遣切り」によって仕事と住居
を失い寒空の路頭に放り出された人たちに、炊
き出しや宿泊場を作る日比谷公園の「年越し派
遣村」の姿が連日ニュースで報道され、今年は、
とても「明るい新春」という気分にはなれませ
んでした。
　私は昨年の新年号（№４０）の『２００８年
を迎えて』でジェコブ・ワイズバークの言葉を
借りて、アメリカ中間選挙におけるブッシュ政
権の大敗が、レーガン以来の「新自由主義」（福
祉の削減、市場万能、規制緩和、資本の競争強化、
格差の拡大）的なグローバリズムの支配、さら
にブッシュのイラク戦争における単独行動主義、
先制攻撃主義が、アメリカ国民はじめ、世界か
ら孤立し、今や「終着点」に来ていることを指
摘しました。そして私は憲法改正、靖国ナショ
ナリズムを掲げて、限りなく対米追随路線、弱
肉強食を強行した小泉内閣、そして前代未聞、
安倍、福田と二代続けて政権を放り出し、現在
支持率二〇％を割っている麻生内閣が、異常な

大企業擁護とともに派遣労働の規制緩和、年金・
医療・介護・障害者……生活保障の削減、格差
社会、「ワーキングプア」を生みだしたのだと言
うことを述べました。
　冒頭に書いた「派遣村」は、一昨年以来アメ
リカで、「サブプライムローン」、証券大手リー
マン・ブラザーズの破たんから、世界経済の金
融危機、「ドル時代の終焉」にもともと原因があ
ります。

　　　Ⅱ
　現在私達が努力しなければならないのは、今
後の新しい世界の発展について可能な限り、た
しかな展望を持つことだと思います。『季報・唯
物論研究』（１０６号）の拙論「憲法とマスコミ」
の 追記 で私は今、三〇年代の「ニューディール」
より、さらに革新的な「二一世紀型ニューディー
ル」の実現が必要だと書きました。麻生内閣の

「定額給付金」のような選挙目当ての案をこねま
わしているのでは話にならない。
　ご存知のように１月２０日、アメリカで初



- 2 -大阪哲学学校通信　No41

Osaka Independent School of Philosophy

めて黒人の大統領に就任するバラク・オバマ
は「グリーン・ニューディール」を提唱してい
ますが、ここには、あのフランクリン・ローズ
ベルトが二九年の大恐慌後三〇年代にきびしく
資本と闘ったすぐれた精神が流れていると思い
ます。新自由主義的な規制緩和の名のもとに、
一九三三年銀行の証券業務への参入を規制した
グラス・スティーガル法が一九九九年に撤廃さ
れ、公的規制が失われ、「格差社会」「首切り」
競争がおこなわれるのにオバマは反対していま
す。

　また当初からイラク戦争に反対し、核兵器
の廃絶、反戦運動を支持し、ブッシュの単独
行動主義・先制攻撃主義に反対していますし、
一五兆円（一〇年間）を投資して、現在の人類
的課題である、大規模な環境・エネルギー投資
を行い五百万人の「グリーンジョブ（緑の仕事）」
を創出する戦略を構想している。
　憲法第九条を持ち、また二五条を持っている
私達は、この二〇〇九年という、世界史的な転
換点に強いリーダーシップを発揮しなければな
らないと考えています。（二〇〇九年一月一七日）

　　戦争廃絶へ、再び踏み出す年に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平等　文博（運営委員長）

　金融破綻と大量の派遣切りという重苦しい雰
囲気で明けた２００９年ですが、遅きに失した
とはいえ、ようやく史上最低最悪と評されるあ

0

のブッシュ
0 0 0 0 0

が退陣することに、いくばくかの光
明を感じた人は少なくないでしょう。
　〈９・１１〉の犯罪行為に、国際法を無視した
アフガン空爆とイラク侵攻という「対テロ戦争」
によって応じたブッシュは、第二次大戦の惨禍
への反省を踏まえた国連を中心とする国際平和
のルールさえ単独行動主義で踏みにじり、「武力
による国際紛争解決」の時代へと人類史を引き
戻しました。それによって、暴力が暴力を呼ぶ
止めどない負の連鎖がいたるところで起こる悲
惨な世界に、私たちは再び引きずり込まれた感
すらあります。その流れに押されるように日本
でも、広範な反対の声を前に頓挫はしたものの、
憲法第９条を改め公然と軍隊が持てる「普通の
国」にしようとする策動があり、また国際貢献
の名のもとに自衛隊の海外派兵を常態化させる
動きが今も続いています。
　 紛 争 を 暴 力 的 に「 解 決 」す る と い う 、野 蛮
ではあるが一面では誘惑的でもある手段とどう

やって手を切るか、戦争をどのようにして制限
し、さらには決して使ってはならぬ禁じ手にし
ていくのか——多くの無辜の民が殺され傷つけ
られる悲劇を性懲りもなく繰り返しながら、人
類はその体験に痛恨の思いで学びつつ、徐々に
戦争廃絶への道を歩んできました。
　神と信念（信仰）の正統性をめぐる争いであ
る宗教戦争では、情け容赦も妥協の余地もない
残虐非道な殺戮が当然のようにおこなわれまし
た。その反省から近代ヨーロッパでは、宗教的
権威の凋落と国民国家の成立という背景もあっ
て、戦争の脱宗教化＝理性化が進められます。
戦時国際法や国際人道法にもとづく理性的で抑
制の効いたフェアプレーを条件として、「異なる
手段をもってする政治の継続」（クラウゼヴィッ
ツ）である戦争が国家主権の発動として認めら
れたのです。
　しかし、「理性的で人道的な戦争」という幻想
的理念は、近代科学技術と国民を総動員した第
一次世界大戦の現実によって、ものの見事に打
ち砕かれます。「この手で人を殺す」という実感
もなく効率よく大量殺人が可能な高性能兵器の
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登場、前線と銃後、戦闘員と非戦闘員の区別の
有名無実化など、現代の戦争がこれまでの戦争
とは質量ともにまったく新しいものになったこ
とが、９００万人とも言われる戦死者と何百キ
ロも続く廃墟によって、覆うべくもなく示され
たのです。
　近代的理性が戦争を手なづけるという幻想が
打ち砕かれたあと、国民国家の主権に制限を加
えた国際的な枠組みを作ることで紛争の平和的
解決を極力めざそうとする動きが国際連盟結成
につながっていく一方、いかなる戦争もすべて
違法にすべきだとするジョン・デューイらの戦
争非合法化運動がアメリカを中心に盛り上がり
ます。そうした運動は、人類史上初めて戦争放
棄を宣言した「パリ不戦条約」の原動力ともな
りますが、戦争非合法化運動の掲げる目標から
外れて、各国が「主権国家に固有の権利として
の自衛権」すなわち「自衛のための戦争」の権
利を留保したことから条約が骨抜きにされ、第
一次世界大戦の惨害をも児戯に等しくするよう
な第二次世界大戦の勃発を、人類は防ぐことが
できませんでした。
　数千万人にのぼる死者と核爆弾という人類滅
亡兵器の登場は、戦争廃絶という人類史的課題
の解決がもはや猶予のないものであることを示
すに十分でした。紛争の平和的解決を加盟国に
義務づけた国際連合憲章が、制限されたとはい
え紛争の軍事的解決に余地を残していたのに対
し、新しい日本国憲法は徹底した平和主義を掲
げて、戦争廃絶に向かうべき人類史の先陣を切
ることとなります。

　「日本国民［We, the Japanese people］は、〔…〕
平和を愛する諸国民［the peace-loving peoples 
of the world］の公正と信義に信頼して、われら
の安全と生存を保持しようと決意した」と前文
で謳い、第９条で戦争放棄と戦力の不保持、交
戦権の否認を明記した私たちは、「自衛」という
大義名分を含めて一切の軍事力行使を禁じ手に
し、「平和を愛する世界の人びと」との信頼関係
構築と連帯に自らの安全と生存を賭けたのです。
　その後の紆余曲折については省きますが、さ
まざまな否定的現象にもかかわらず、ＮＧＯ／
ＮＰＯに結集する平和を求めるグローバル市民
たちが、クラスター爆弾の禁止など、着実にそ
の力を強めてきました。「人間の安全保障」とい
う新しい考え方や平和構築のための思想や運動
も広がっています。日本国憲法が生まれた６０
余年前にはまだはっきりと姿を現していなかっ
た「平和を愛する世界の人びと」が、今ではさ
まざまな形を取って現われてきています。
　〈９・１１〉とその後の〈ブッシュの戦争〉は、
戦争廃絶への流れを一時的に押しとどめ、時代
錯誤の力の論理を復活させました。しかし、「対
テロ戦争」をアメリカと一緒に推し進めたイギ
リスの外相が、軍事的手段優先の考え方では問
題解決につながらず、法治主義や地域協力、人
権推進がテロへの回答でなければならないと新
聞紙上で公言せざるをえなくなったように、た
び重なる過ちを乗り越えて私たちは、今年こそ
ブッシュ時代の失われた８年を取り戻し、再び
戦争廃絶の大道を歩み始める、その力強い一歩
の年にしていかねばならないと思います。

　〈知の歴史〉入門講座

　　ヘーゲルと〈教養〉の問題
　　　　　　　　　講師・大田 孝太郎さん（広島経済大学教授／哲学）
　●日時：２月２１日（土）　午後１時半〜５時半ごろ
　●場所：尼崎労働福祉会館　　●参加費：千円（維持会員五百円）
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　【ディスカッション】

　ジュセリーノらの「予知夢」をどう見るか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊元　勇（会員、運営委員）

　ジュセリーノについては一応情報は追っかけ
ています。
　基本的情報はあるとみなしてお話しますが、
たとえばあのインドネシア大津波の警告を、日
付入りで在ブラジルインドネシア大使館宛て何
通か出したようですが、まさに何も対策はなさ
れず無残にもその日を迎えました。困惑と慙愧
の念を持ったであろうその当時の大使が中心と
なって、現在すでに大規模な地震対策などの役
割を果たしているようですが、事実インドネシ
ア政府として教師ジュセリーノへの栄誉の盾な
どを公式に贈っています。その写真は本に公開
されています。警告連絡の事実証明はごく初期
を除いて登記所管理されており、そのほとんど
はまだ公開されていません。アル・ゴアのノー
ベル賞受賞は事前に（出版内容記載には間に合
わず）たま出版のニラサワさんにより先に公表
されていました。アル・ゴアが大統領になると
言う予知内容に対しては、私はオバマの応援活
動をしているという事実から、それはないなと
思いましたが、唯一あるとすればオバマの暗殺
という恐ろしい連想がわきました。そしてその
可能性を否定できない一方の現実があるようで
す。
　的中率の定義などあいまいさは残りますが、
事実としての日付記録からすれば、予知警告と
いう事象の判定はできそうです。ジュセリーノ
本の外国への翻訳は日本が初めてだそうで、重
要かつ大量の情報対応に、たま出版のニラサワ

さんも丸抱えせず、他の出版社やテレビ局がエ
ンターテイメント扱いで報道しています。仮に
彼の話がでっち上げとすると、事実に反してい
る最近の警告ハズレは当然そのとおりと言えま
すが、ハズレたことをあげつらうだけで、アタ
リを言及しないバランスを欠いた批判には公平
さが欠け、別な意図が透けているように思えま
す。何かの間違いだとか、偶然だとか言いますが、
その証明をしたものはいません。個別の証明だ
と言って蓋然性のないことを知識人とされる人
からも聞きます。スプーン曲げでも手品師が、
ほらこんなに簡単に騙せますよ、と言っても何
の証明にはなっていない。（昔信頼に足る知人は
本当に曲げることができたと直接聞きました）
　私がよく言うところの、象の鼻を触ってこれ
が鼻だと言わずこれが象だと言う謂いです。私
はインドネシア大津波の警告を象だと言わず鼻
だと言っているつもりです。そしてジュセリー
ノ本人は予言（預言）者ではない、警告者であ
ると言います。自ら狼が来る、と言い続けてい
ます。彼の家族や生活状態が映像でも紹介され、
その限りにおいては誰しも彼は善人であろうと
感じると思います。しかしジュセリーノの警告
の内容があまりにも重大であり、人騒がせであ
り、社会生活を脅かすとの批判を容易に受ける
立場であっては、社会性を帯びる公的機関にお
いて、高等政治判断扱いされています。（日本で
も国連でも関係者部外秘匿扱い）フセインの居
場所情報を提供しても約束を守らなかったCIA

■以下は、平等のゼミ学生の一人がジュセリーノの「予知夢」に関心を持っていることに関連して、
伊元氏に手持ちの情報ならびに彼をどう評価しているかについて尋ねた平等のメールに対する返
信です。伊元氏の了解を得て掲載します。【編集部】
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を告訴し、すでに下級審で勝っていす。しかし
私はジュセリーノが偽預言者と呼ばれても仕方
がないと思っています。最近特に日本での警告
情報ははずれていると本人が述べ、その理由と
批判への覚悟は昔からあるようです。
　想いは物質である、という物質論（汎物論）
に立てば、祈りが力を持つということになり、
事前の災害警告情報に対して忌避する力がある、
と思うのは当然のことです。アナウンス効果は
何も政治だけではありません。結果において当
たれば当たりで、当たらなければ当たらないで、
様々な理由や言い訳や批判が内容重大さに比例
して噴出するのも、また当然のことと思われま
す。ガセリーノと貶められ、mixiでも同様の批
判はかなりなされています。しかし日常生活世
界の少なからぬ人間にとっては直接被害が及ぶ
のを恐れる、が基本的立場であろうと思います。
メカニズムの解明などはっきり言ってどうでも
よいと言うところでしょう。メカニズムの解明
が必要との狭い意味でのアカデミズムの限界で
あると考えます。アカデミズムへの不信とは、
わからないことをわからないと言えない研究者・
組織への保身と高慢さに対してであり、研究そ
のものではないと思われます。素朴であれ緻密
であれ、自分と自分に連なる世界の人々への愛
を計る人々の善意は、歴史舞台に出ることなく
あるいは人知れず連綿と続いていて、そのため
想い以上の期待と願いを込め有効とされる祈り
がささげられています。
　予知夢については実は歴史上も多くの記録は
あり、19〜20世紀にかけてアメリカのエド
ガー・ケイシーの膨大な予言もアメリカ国会図
書館にマイクロフィルムによる記録保管がされ
ておるほど有名で、感動的な伝記（「川がある」
トマス・サグルー、現在邦訳改題）も著わされ、
大戦中ホワイトハウスにも呼ばれた、との関係
者（投獄を含む苦楽を何十年も共にしてた女性
速記者）の生前暴露もあり、アトランティック
大学や病院も設立され、研究者による成果も引

き続き現在もなされています。最近の脳科学の
進歩は実に様々な知見を増やしていますが、モ
ンロー研究所では真摯な科学者による調査解明
が既に40年になり、その成果から例えばター
ミナルケアにおけるプログラムをキューブラー・
ロスと共同開発したり、先に平等さんに述べた
私の経験があります。（生涯千回を超えて体外離
脱実験をなしたモンローは95年に亡くなり、彼
岸から研究所のPCにモンローからのメールが来
て！ITCと呼ばれる研究に引き継がれています）
体外離脱時での過去と未来の多くの情報が蓄積
整理され事実との検証に充てられています。
　約一年前京都でジュセリーノ本人と握手を
し、私の質問（来る1/25の大阪神戸の大災害
の状況如何）にも対して、見せられた映像の詳
細は公開された以外には言わない。公開された
情報から自ら考え対応するように、とのことで
した。たぶん詳細に述べると地域パニックが起
こることを憂慮したように私は受け取りました。

（当然言質を取られない立場とも）該当地に棲む
個人としては避けるべく準備はしますが、結果
当たり、ざまあ見ろと言うつもりもなく、当た
らず笑われても肩をすくめるだけのことでしょ
う。善意があっても大きい声で主張するつもり
はなく、まして啓蒙などとんでもないところで
す。100%でないと偽物だと言う主張に私は与
しません。裏打ちするメカニズムは私の追及す
るところですが、シンクロニシティーを受け入
れられる文学的感性と哲学的合理性も合わせて
必要と思っています。言葉上だけの矛盾にひる
みません。理論は作るものです。経験もある実
証的であるように努めます。一方、黙示録には
多くの偽預言者が現れるともあり、情報を集め
るほどに自分自身がその世界に絡まれていく気
もしています。自由とは予言でさえ蹴散らして
いく意志の力を信じることかもしれません。そ
してこれは信仰と同じ心的構造のように思えま
す。想いを超える現実はなし、かもしれません。
　そしてアカデミズムが受容する余地はますま
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す狭くなっているにもかかわらず、世界ではそ
のような世界や現象を懐疑的ながらも否定しな
い人たちが逆に増え続けている事実があり、そ
のようなグローバリズムの情報伝達社会の中か
ら、確信をもって真理探究する若い人たちが出
てくるのは私からすれば当然の気がします。ス
タンフォード大学の濫觴は実はそこから始まっ
ている歴史があり、由来する講座もまだあるそ
うです。イメージと異なり東洋大学はその逆か
ら始まっているそうですが。世界でごく少ない
アカデミズムからひと握りの超心理学者達によ
る、メタ分析と言う手法によって現在でもユニー

クな成果は上げられています。（例えば9・11
事件前から世界の緊張は予期した如くかつてな
いほど高まっていたとする統計分析）先ごろ亡
くなったマイケル・クライトンも自叙伝「イン
ナー・トラベル」に非常にまじめにその世界の
考察と実践を行っていました。ユングを追い出
したフロイトでさえ晩年にはその可能性につい
て示唆しています。鶴見俊輔がソローとカスタ
ネダの著作に、これからの世界の可能性をいち
早く示唆したのは卓見と言うべきと私は考えて
います。（伊元）

　

　大阪哲学学校 2008 年度（第 14回）総会報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪哲学学校運営委員会

　大阪哲学学校の第14回総会を、2008年11
月8日、尼崎労働福祉会館会議室にて開催いた
しました。総会は、会員総数35名のうち委任状
提出を含む24名の出席にて成立し、一年間の反
省と方針について審議しました。以下、概要を
報告いたします。
１　今年度の活動状況と課題
①会員の現状
・会員総数は35名で昨年時より4名減、実出席
のほとんどない一般会員の非更新による退会が
続いている。電子メールによる案内が主流になっ
たことに加え、「通信」の発行が滞っていること
から、会員登録のメリットを感じられなくなっ
ていることが要因として大きいと思われる。
②催しならびに参加者の状況
・前総会以降の催し数は昨年比１回減の14回。
隔週開講の原則が一昨年から崩れてきている。
また、１回ごとの参加者数も10人前後と少なく
なっている。
・主体的要因としては、運営委員の活動条件の
悪化にともなう企画立案の遅れがある。「生活現

場からの問題提起的催し」と「哲学・思想に関
わる研究会的催し」の二本柱を具体化する体制
づくりや工夫が必要。
　▼隔週開催の原則は白紙に戻して、年に２回
位少し大きめの講演会など開催したらどうか。
受講生の自主的な勉強会などできればなお良い。
　▽原則は原則として置いておき、実状に合わ
せての開催としたい。大きい催しについては年
に１回はやる方向で検討する。
・高齢化・多忙・体調不良などで、運営委員の活
動状況が近年極度に厳しくなっている。そこで、
会員交流を兼ねた拡大運営委員会を適宜開催し、
不足分をカバーしているが、世代交代が当面の
最大の課題である。
　▼若い人を企画や実務に参加してもらうよう
な催しを考えてはどうか。年配者はその日は脇
役に徹して。
２　各活動分野の状況と個別課題
①広報活動について
・毎日新聞が最近、比較的良く催し蘭に掲載し
てくれている。また、ホームページを見ての参
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加者も少ないがおられる。
・毎回、担当者がチラシを作成してくれているが、
十分に活用されていないので、案内メールに添
付するなど考える。
・担当者のＰＣ環境が改善されたので、ホーム
ページの刷新についても取りかかる。
②「大阪哲学学校通信」について
・「通信」への投稿が減少し、年３〜４回の発行
が困難になっている。投稿を呼びかけつつ、少
なくとも年１回以上の発行は維持する。
３　財政について
・会員からの年会費・カンパによって、昨年度
ひ引き続き収支は黒字を維持できた。財政的な
余力がまだ残っている間に、次の一歩につなが
るような活動に取り組む必要がある。
４　今後の企画について
次のような案が出され、一部（＊）はすでに実
施が決まり、その他は運営委員会でさらに検討
する。
・劉燕子さん（『中国低層訪談録』の訳者）の講

演（＊実施済み）
・山本校長による哲学学校ゼミナール「デュー
イ再読・再考」（＊）
・捧堅二さんの政治学講座（＊）
・「生活と哲学の結合」をシリーズ風に
・松尾匡さん（『はだかの王様の経済学』の著者）
の講演
・若い世代が主体となった企画
・国際経済と金融の関係について勉強できるよ
うなもの
・『季報・唯研』マスコミ特集をベースにしたシ
ンポジウム（21世紀研究会などとの共催）
・その他、会員やスタッフが報告者になった催
し
５　第14期運営委員会体制
・校長（兼参与）：山本晴義、参与：木村倫幸、
笹田利光、田畑　稔
・運営委員：伊元　勇、中村　徹、平等文博（委
員長）、藤田隆正、山口　協

高根英博 作
　斃れざる人々 １

『ローザ・ルクセンブルク』
本校の運営委員を長く務めてくださった高根英
博さんの表記作品が、このたび同時代社から刊
行されました（定価1300円＋税）。ローザ・
ルクセンブルク国際協会代表で中央大学名誉
教授の伊藤成彦さんが、「私が高根さんのロー
ザ・ルクセンブルクをユニークマンガと呼ぶの
は、ローザ・ルクセンブルクの優しさと鋭さと
いう両面からなる独特な雰囲気を表しているか
らです。そういうマンガが日本で出版されると
いうことは、未来の社会主義に通じる芽が日
本から芽生える可能性を示すこととして、楽し
く、嬉しいことではないでしょうか」と推薦の
言葉を寄せておられます。ぜひご購読ください。
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大阪哲学学校活動日誌（「通信」40号発行以降）

2008.  1.26. 「大阪哲学学校通信」第４０号発行
　　     1.26.　新年・会員参加者交流会
　　　 2.  9.「言葉・信念・コミュニケーションの政治学—天皇制と共産主義運動の分析を例に」
　　　　　　　　　　　　　　　 …………………………………………………講師・捧　堅二
　　　2.23.〈知の歴史〉入門講座・ヘーゲル『精神現象学』を読む…………講師・田畑　稔
　　　　　　第７回「ストア主義とスケプシス主義」
　　　 3.  8.　同　第８回「不幸な意識」
　　　 3.22.　同　第９回「先取り的読書〈絶対知〉 」
　　　 4.19.〈2008年開講講演〉…………………………………………………講師・山本晴義
　　　　　　「日本の戦後政治とグラムシ——〈受動革命〉の展開過程」（第１回）
　　　 5.10.　同　（第２回）
　　　 7.  5.「ヒトはいかなる星のもとに生きるのか——アジアの現状と日本の未来」（その１）
　　　　　　　　　　　　　　　 …………………………………………………講師・沖浦和光
　　　 9.  6.　拡大「納涼」運営委員会
　　　10.11.「食の不安をどう考える？——偽装・高騰・毒混入」   …………講師・山口　協
　　　10.25.「アムステルダム五〇日——国際社会史研究所での調査を中心に」
　　　　　　　　　　　　　　　 …………………………………………………講師・田畑　稔
　　　11.  8.　大阪哲学学校２００８年度（第１４回）総会
　　　11.22.「今、メディアとジャーナリズムは——失われた言論の自由と精神」
　　　　　　　　　　　　　　　 …………………………………………………講師・森　潤
　　　12.13.「中国のどん底の世界——中華ピラミッド最底辺の声」   ………講師・劉　燕子

※会員の松尾猛省さんからいただいた年賀状です
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　エラスムス『痴愚神礼賛』のパロディー

　　　　舞台裏にて
　　　　　　　　　　　　　　　　　やすい　ゆたか（会員、講師）

　はじめての主役ふられて張り切るも
　　　　　　　痴愚女神ではちょっと惨めか

　榊周次は三輪智子を例の休憩室に連れて行っ
た。「三輪さん、今度はひとつ主役を引き受け
てもらおうと思ってね。」智子はうれしそうに

「やっと回ってきたの。でも電脳のバーチャルリ
アリティだから、突然成り切ってしまうという
のじゃなかったかしら。」「それはそうなのだけ
れど、今度の役はある程度自分の役柄を理解し
てもらっていたほうがいいから。」

　「女性が主役というのだから、クレオパトラと
か楊貴妃とか小野小町とかでしょう。『花の色は
うつりにけりないたずらに吾が身世に経るなが
めせしまに』なんて人生を感じさせ、人間論と
してもいいですね。」

　「いや、今度のは美女ものじゃないんだ。」「そ
れじゃあ則天武后とか西太后など恐ろしい役柄
だったり、そういう役は私みたいな清純な少女
ではとてもこなせません。」「いや歴史物でもな
いんだ。今度は君に女神を演じてもらおうと思っ
てね。」

　少し恥ずかしそうな顔をして智子は言った。
「あら先生、私ってそんなに神秘的な美しさで先
生を惹きつけているのかしら？」

　榊は首をふった。「もちろん、そうだけれど、
今回はアフロディテみたいな美の女神じゃなく
て、もっと人間性豊かなモリアつまり痴愚の女

神なんだ。」智子はドテッと前のめりになった。

　「ああ、エラスムスの『痴愚神礼讃』のモリア
ね。それはちょっと無理じゃない？　私いつも
利発そうな顔だとか、キリッとした顔だとか言
われているから。痴愚女神だったらあまり緊張
感のある顔では無理でしょう。」

　「たしかに三輪さんはいつも凛々しい顔をさ
れているけれど、それは緊張感のない顔だと馬
鹿にされたり、だらしないと思われるという警
戒心があるからなんだ。人間いつでも緊張して、
きりっとしていると、精神衛生上問題が起こり
やすい。たまにはリラックスしたいという意識
をずっと意識下に押し込んでしまっているのだ。
だからモリア役をやって、精神を弛緩させるこ
とはとっても大切なんだ。」

　「あのモリアのしゃべっていることは、全然馬
鹿なことじゃなくて、とても機知に富んでいる
し、センスのいいことでしょう。そういう賢い
ことを痴愚神だからといってパーみたいな顔し
て話すなんてとてもできません。」
　
　「そこまで分かっていれば、後は気軽に自分の
思いつくままに話せばいいんだ。要するに、社
会にはびこる特権階級の独善的で身勝手な痴愚
狂乱ぶりを暴露する。それに人間の本質は理知
であるけれど、その理知は神や自然の摂理に比
べたら痴愚に他ならないことを確認する。その
上で痴愚こそ人間が人間らしく生きていくのに
相応しい人間の本質であるとして、様々な痴愚
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の効用を説明してくれればいいんだ。」

　「ええ、そんな気の利いた話次から次とできる
かしら、だれか合いの手をいれてくれるのでしょ
う。」「そうだね一人芝居みたいのでいきたいの
だけれど、時折、エラスムス役にして上村陽一
君を登場させることにしよう。」
　
　　　　吉本演芸場にて
　痴愚女神現れ出でたるそれだけで
　　　　　　　　　　笑い転げてみんな幸せ

司会　それでは今日は特別に今や人気絶好調、
天から天下ったか、地から湧き出したか痴愚の
女神モリア様のご登場です。

　アホの坂田が出てくる。「アホの坂田、アホの
坂田」と歌いながら登場で、笑いの渦が起こる。

「ハイ、アホの坂田です。え、わたいのことでっ
しゃろ。違いまんのか。ほな失礼します」とま
た歌いながら退場。

　ついで花子が登場。「私のお呼びやろとマネー
ジャーがいうもんやから、なに？痴愚女神モリ
アやて、この私が、そんなむつかしいこと分か
りまへん」と退場。

  いよいよ奇想天外、奇妙奇天烈な衣裳で三輪智
子が登場。満場が笑い転げる。

　「あんたら、なに笑ろてんねん。まだなんに
も言うてへんがな。アホちゃーう」と智子は頭
の後ろから右手をパーにしてジェスチャーした。
するとアホの坂田が袖から首を出し、「アホちゃ
いまんねん、パーでんねん」と合いの手を入れた。
会場腹を抱えて笑う。

　お待たせ—、アホそのものでっせー、まあ
アホの純粋培養でんがな、すべてのアホ・馬

鹿・間抜けの根源やね、ハーイ痴愚の女神様モ
リ ア、モ リ ア、モ リ ア（ 会 場 も 一 緒 に 連 呼 し
始め、テンションが高くなっていく）モリア
……………………。おおきに、おおきにストップ、
ストップストップ、ストップいうとんやろこの
スッポン、ボケナス、かぼちゃ！あかん、あか
ん年寄り興奮さしたら粟ふいて死んでしまうが
な。
　
　　　　馬鹿喜劇　
　馬鹿を見て笑ろてる自分に馬鹿を見る
　　　　　　　馬鹿にこそある人のぬくもり

　熟年のおばちゃんたちが多いので、馬鹿の本
場大阪での実演やさかい、馬鹿喜劇の話から入
りまっさ。四十年も前やけど、わてはうら若い
少女にみえまっけど、アホは歳とらんといいまっ
しゃろ、女神やさかいほんまはずっと大昔から
いてまんねん。
　松竹新喜劇で藤山寛美の当たり役で阿呆の若
旦那や若君役がありましたな。父親役の渋谷天
外にとっては馬鹿息子がかわいいがな。馬鹿息
子は少しもけれん味がなく、裏表があらへん。
素直な心で感じたままに口に出し、行動しよる。
大人の世界のごまかしや欺瞞が通じまへん。そ
れで陋習や偏見で押し潰されてた人情が、馬鹿
息子の活躍で取り戻されるというのが筋立てに
なってましたな。なんとなくユーモラスで温か
い馬鹿(若）旦那の登場で、観客の気持ちは軽
うなって、なんとなく楽しくなったもんです。
それで馬鹿(若）旦那の物真似が流行りました。 
　丁度同じ頃やった思うねんけど、吉本興業で
も『番頭はんと丁稚どん』という頭の足りない
丁稚を主人公にした、ドタバタのコメディが大
うけでした。大村昆扮する馬鹿の丁稚は馬鹿や
さけ要領が悪い。いつも失敗ばかりして叱られ
たり苛められたりしていましたなあ。観客はそ
の馬鹿さ加減に腹抱えて、笑い転げよったもん
や。人間誰しもおのれの馬鹿さ加減に自分が嫌
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になってるもんなんや。だから自分より馬鹿な
ことをする人間を目の前にすると気持ちが楽う
になり、優越感からなんとのう嬉しなってくる
んやね。それも自分と同程度の馬鹿ではあかん、
それやったら自己嫌悪が募ります。そやから、
徹底した馬鹿の方が受けまんねん。ほいでコメ
ディでは破茶滅茶な馬鹿が登場しましたなあ。 
　ほんでも、アホやから正直で素直です。決し
て人を憎んだり恨んだり、人に対して悪意をもっ
たりできまへんのや。そやさかい馬鹿は馬鹿正
直にしか生きられなへんから、馬鹿を馬鹿にし
ていた人々のいやらしさをはっきり見せ付けた
んですわ。脇役たちは、一番大切なものを見失っ
ていた自分達の馬鹿さ加減を思い知ったという
ことです。

　藤山寛美や大村昆なんかの馬鹿喜劇に登場す
る主人公の馬鹿は、ひとまずは、観客達が自分
達の馬鹿さ加減を自分の外に出して、そのこと
によって自分達を馬鹿ではない人間としての優
越感を獲得するための道化ですねん。しかし、
馬鹿を馬鹿して終わりでは、人から馬鹿にされ
ることに普段から最も疵つけられている観客達
にすれば、反って後ろめたい気持ちになってし
まいまっしゃろ、後味が悪いもんでっせ。ほん
で観客達はこう考えまんのや。「あの馬鹿は程度
の差こそあれ自分自身の馬鹿でもあり、それを
笑っている自分は、自分自身を笑い者にしてい
るのだ」と。

　そうなったら、今度は馬鹿に限りない共感を
寄せますねん。そして、あの馬鹿さ加減は実は
感じたままに正直に行動する余りに我を忘れ、
ブレーキがきかんようになった状態やと受け止
めよるんですわ。そこに計算のない真実の気持
ちの現われを感じますんや。馬鹿の行動は目茶
目茶やけど、破綻せんために不純になった正常
な常識的行動には見られない大切な魂の息遣い
がありまんのや。不純な行動いうのは、他に目

的があり、心はそこに行ってしまってるのに、
その手段として必要なために自分の気持ちを誤
魔化している場合にも見られます。そやさかい
馬鹿は人間の本来の姿を表現することになりま
んのや。
　人間、馬鹿なことやったら、破綻してまいま
すが、そうかいうて馬鹿なことをやらへんよう
にほんまの気持ちに逆らうてると、自分の一番
大事なものを見失ってしまいますんや。そやか
ら馬鹿喜劇の馬鹿は人間をまっとうな姿に立ち
戻らせるヒーローですねん、馬鹿天使なんや。
それで馬鹿役が登場すると観客は和やかで暖か
い気持ちになれるし、何か幸せな気分に浸るこ
とができるのです。（拍手）

　　　　エラスムスと掛け合い
　エラスムス平和の訴え引っさげて
　　　　　　　　モリアにまみえる大阪の町
　
　休憩のあと上村 陽一のエラスムスとのかけあ
い漫才である。陽一が椅子に腰掛けて、居眠り
していると、モリアが登場するという設定だ。

モリア「エラスムスさん、こんなとこで笑福亭
仁鶴師匠みたいにエラはって寝ていると、エラ
い風邪ひくがな。」

エラスムス「ウワー、こてこての大阪のおばちゃ
んやんか、あんたいったいだれや？」
モリア「なんと仰るうさぎさん。うちはあんたで、
あんたがうち、痴愚の女神モリアやんか。」

エラ「モリアはんに一心同体みたいに言われて
も、あまりうれしないな。」

モリア「それにしても『十六世紀はエラスムス
の世紀』になるやろいわれて、ルターの宗教改
革運動でそうならへんかったあんたが、なんで
二十一世紀の大阪にタイムスリップしたん？」
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エラ「わしは平和主義者やねん。『平和の訴え』
という平和の女神パックスの訴えを書いてるん
や、ほいで二十一世紀の日本の『九条の会』か
ら講演の依頼がきたんやな。なんでも日本は
一九四六年に施行された戦争放棄、戦力不保持、
交戦権否認を定めた『憲法第九条』を変えても
たろという動きがごっつうなって、そいであわ
ててタイムスリップしてきたというようなわけ
やがな。モリアはんはどうして二十一世紀の大
阪なんや？」

モリア「ここが一番モリアにとって居心地がえ
えの。みんなあけっぴろげで馬鹿丸出しという
感じやんか。まあ『憲法第九条』ほど立派で貴
重なモリア（馬鹿）な条文もないわな。これが
なくなるのはモリアにとってもサビシーから大
いに頑張ってや。」

　馬鹿になり国家非武装選べるや
　　　　　　　それとも利口に改憲すべしや

エラ「わしはすごい人類の平和へのかたまりの
ように思うとんやけど。ほやかてハルマゲドン

（最終戦争）が何時起こっても不思議やないほど
人類の武器は進化しとうやろ、核兵器や生物・
毒ガス兵器が小型化しよるやん、そいで安う作
れるようになってるやん。何時までも国家が武
装して国を守るということやっとったんでは、
ほんまにハルマゲドンになってしまうで、この
へんで思い切って、国の軍隊いうもんをやめて
もて、地球規模の集団安全保障の機構にそうい
う兵器を集めてないようにせなあかんのや。『第
九条』はその第一歩やな。」

モリア「だいたい武器を持って戦うというのが
アホな証拠やね。武器がどんどん進歩すれば人
類はおだぶつになってしまうんやから。」

エラ「ほんなら、武器を持たへんちゅう『第九条』
はなかなかお利口やおまへんか」

モリア「ほんまに守れるんやったらね、それやっ
たらお利口やけど、実際は世界有数の軍事力を
備えた自衛隊を持ってるやん。ほんなら『第九
条』なんぞはインチキやんか、改定すんのが当
たりまえなんよ。それをせっかく立派な条文や
から残したいというんが、これまでの国民の姿
勢なんやね。そこが馬鹿なんよ。残したいなら
自衛隊もなくさなあかん。ほんでも、それはい
やなんやろ。それを解釈だけかってに変えても
て、戦力ももてるし、自衛のためなら戦っても
いいなんていうことにしたんよね。それやった
ら他の国も同じなんよ、どこだって侵略できる
軍隊なんて認めてないわけよ。だから『第九条』
の意味はないわけや。」

エラ「そしたらモリアはんは改憲に賛成しては
んねんね。」

モリア「馬鹿やね。私は軍隊なんて馬鹿なもの
はさっさとなくせいう立場やさかい、改憲には
反対なんよ。」

エラ「侵略されたらどうすんのや。」

モリア「非武装で世界平和に貢献し、平和で豊
かな国をつくって途上国を援助している国を侵
略できるやろか。もし侵略されても、戦わへん
かったら戦闘にならへんやんか、無血占領する
わけやろ。そしたら非暴力での抵抗が続くし、
世界から侵略者は非難を浴びるわな、経済制裁
とかされるので、どうして占領をやれるいうん
や。もし無差別の大虐殺でもさらしよったら、
それこそそいつらは、支配が難しなるやんか。
それにひょっとして民族皆殺しにされるとしょ、
そしたら恒久平和のための尊い犠牲として人類
史に記録されることになるわな。ああ日本人は
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侵略され、皆殺しになる危険をあえて冒しても、
人類が武器を捨てる決断を促すために率先して
非武装国を作った偉大な民族だ。彼らは滅ぼさ
れたという意味では、確かに馬鹿やった、大馬
鹿者やった、そやけど人類の恒久平和には彼ら
のような大馬鹿者が必要やったんや、とえらい
ほめられることになるんや」

エラ「でも日本人はそこまで偉大じゃないから
無理やわな。」

モリア「そうやね、時には人間、馬鹿に成り切
ることも必要なんや。これは痴愚女神モリアの
意見やから、心して聞いときや。」

エラ「ウーム、馬鹿の意見に従うべきか、これ
までどおり、ごまかしと中途半端でいくか。そ
れとも小利口に改憲してしまうか、日本人も正
念場やな。ついでに今、焦点になっている靖国
神社参拝問題についてモリアはんのご意見はど
うでっか。」

　霊ありて社に集まる信仰を
　　　総理の名もてするはイケン（違憲）や

　帝国の支配侵略犠牲者の
　　　　　　　　　　御霊祀らず戦犯祀るな

モリア「馬鹿に意見を訊くやなんて、なかなか
見上げた馬鹿ね、あんたも。だいたい靖国神社
というのが馬鹿の見本やろ。英霊を祀るなんて
発想が馬鹿やんか。なんで戦争で死んだ人の霊
が靖国神社に行くわけ。だれが霊なんて見たん
よ。勝手に祀る人が自分の気持ちを慰めるため
に死んだら霊が残るなんて決めつけているだけ
やろ。それやったら靖国神社でのうてもべつに
ええやん、みんな心の中で戦争犠牲者に感謝し
ていればええんよ。わざわざＡ級戦犯を神とし
て合祀している神社に参るやなんて、Ａ級戦犯

を恨んでいる国の人々が反撥するわな、日本は
反省してへんと思われて当然なんよ。だれをど
う祀ろうが日本の勝手やいうんやったら、相手
の国にそんな無神経な国とは付き合いたくない
といわれてもしょうないわな。まあ慰霊施設を
作るんやったら、先ず日本が侵略して被害を与
えた人々の霊を優先的に祀るのが正しんいよ。
そうせへんかったら、いつまでも日本への敵意
は解けへんにきまってるわ。」

　野の花は華麗に装い咲きたるを
　　　　　　　　何の不足もあるまじものを
　　　　　　　　　　　　　
エラ「他にもモリアはんからみはったら、現代
社会はまだまだ痴愚狂乱に満ちていることやろ
ね。」

モリア「そらそやろ、人間自体が痴愚狂乱のか
たまりやがな。なんも文明なんかいらんのよ。
野の花を見てみ、きれいに咲いてるやん。それ
でなんも不足あらへんやんか。文明なんか作る
よってに、欲が膨らんで不足だらけになったん
やんな、それで森の木を切って砂漠にしてもた
り、他の動物を絶滅してしもたりするんやで。
そいでいっぱい物を燃やすさけ、地球が汚れる
し、暑つなっていくんやがな。大昔、三種類の
微生物しかこの世におらへんかった時代に、こ
の微生物同士のバランスが崩れてメタンガスが
ごっつう出て、地球がいったんあったかなった
後で、太陽の光がとどかんようになって、地球
全体がなんと五千メートルの高さの氷に覆われ
たことがおまんねんやわ。微生物でもこれだけ
の変化をもたらしたんやさかい、人間の産業活
動が地球にどんな大異変を与えているかよう反
省せなあきまへんで。」
 
　便利さを求めて築きし文明に
　　　　　　　　首絞められてもがき苦しむ
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エラ「あんたほんまにモリアかいな、えらい賢
いこといわはるな。似合わん似合わん。」

モリア「わしはこれでも神さんやで、神さんか
ら見たら人間の知恵がそもそも馬鹿やゆうこっ
ちゃ、便利なもんつくっては、それでよけいに
不便になってしもうとる。自分で自分の首を絞
めとるんや。」
　
　いまさらに原始の昔に帰れねど
　　　　　　　　　　　命の循環保つ工夫を

エラ「そいでもいまさらはじめ人間ギャートル
ズみたいに原始生活に戻れんわな。」

モリア「原始生活に戻れんでも、もっと自然に
帰りなはれ。それにそう開き直るんやのうて、
先ず反省せなあかんわな。それでどうしたら大
いなる生命の循環と共生の中に人間の生活を調
和させられるのか、いろいろ工夫せなあきまへ
ん。そこに頭使わな。文明が生み出した科学技
術いうもんをそのために役立てなはれいうとる
や。地球を汚したり、温暖化させることに使わ
んとな。」
 
エラ「それにしてもひところは日本は二一世紀
には世界の中心になるといわれてましたやろ、
それが不況が長引いて、だんだん落ち込んでいっ
てるようですね。なんとか持ち直す方法はおま
へんのか」

　豊かなる国に生まれし若者は
　　　　　　　怠惰になずむハングリー欠け

モリア「まあ日本、日本言うてんのは了見が狭
いわな。どこが中心やかてええわけやんか。よ
うするに世界がなかようできてお互いに繁栄で
きればええとせな。日本が繁栄を続けよ思たら、
戦後の日本みたいに若いもんがよう働き、よう

勉強するということがないとな。今の六十代の
連中まではわりと頑張りよったさかい、一時、
日本が世界をリードするいうとこまでいったん
やけど、経済成長が済んでから教育を受けた連
中は恵まれすぎて、ハングリー精神に欠けてた
わな。そのかわり七十年代以降は中国や東南ア
ジアの若いもんが頑張りよった。今でも日本の
学生は勉強せんようになった言われとるやん。
それで落ち込み防げいうても土台無理ちゃう。」

　生まれ来る子の数減りぬその分を
　　　　　　　　　招き入れてぞ人手保たむ

エラ「アメリカなんかは落ち込んでいくいわれ
たけど盛り返してますわな」

モリア「アメリカは移民を受け入れてますやん。
どんどん世界から若いやる気のある連中が入っ
てきて、補填していくさけ、繁栄が続けられる
んや。日本かて外国から移民や出稼ぎを受け入
れたらええんや。そうでもせんと経済落ち込ん
で、財政赤字で増税なんてやってると、それで
また経済が冷え込んで、悪循環になっていく。」
　
　財政の赤字膨らむそれゆえに
　　　　　　　　　増税すれば赤字へるかは

エラ「日本人は外国人が増えると犯罪がふえる
ので、それが怖いんやろな。それにしても財政
赤字やさかい、増税するしかないいうてえげつ
ない規模のサラリーマン増税や消費税増税が計
画されてまんな、モリアはんからみたらどうでっ
か？」
　
　増税は所得吸い上げ経済を
　　　　　　　　　停滞させて赤字まさずや

モリア「あきれ果てたモリアやね。官僚や有識
者いうのんは頭の中が空っぽなんやろな。財政



- 16 -大阪哲学学校通信　No41

Osaka Independent School of Philosophy

が赤字やから増税したらええという発想が安易
やわな。そら幼稚園以下でっせ。」

エラ「赤字になった原因をはっきりさして、そ
こから考えないかんいうことでっしゃろ。そも
そも財政ちゅうもんは、企業と家計だけでは景
気変動がはげしすぎて資本主義経済が崩壊して
まうから、それを調整するためにありまんねん
やろ。それと、貧富の格差を所得再分配で緩和
して社会の安定をはからんならんからや。その
財政の規模が大きなりすぎたら、民間経済はも
たへんわ。増税のやりすぎは自殺行為でんな。」
　
　統合の時代始まる経済は
　　　　　　　　　　　一国単位時代遅れや

モリア「アンタ十六世紀から来た割には、近代
国家のことよう知ってるな。榊せんせの授業う
けてんのちゃうか。そやねん、増税で景気冷や
してしもたら、税収は余計に落ち込むさけ、増
税やっても財政収入は減ってしまうんや。そも
そも財政赤字が膨れ上がるというのは財政がき
ちんと機能でけへんようになったからや。二十
世紀末からの経済の停滞は、国民経済が一国の
財政で調整できんようになったいうこっちゃ。
中国なんかからものげっつい安い商品が入って
くるから国内生産が減んのは当然や。これは東
アジア市場全体で調整せなあかん問題なんや。
財政を使うんやったら、よその国の低賃金に対
抗できるほど技術水準を上げたり、労働力の質
を向上したりするこっちゃな。つまりは学校教
育のレベルアップや。それから外国人労働者を
どんどん増やすしかないな。」

エラ「ちゅうことは時代が、一国単位の近代か
らグローバル統合の時代に入ってきてんのに、
官僚や学者連中はいまだに一国単位の発想しか
でけへんいうことでんな。けっこうパーなんや。」
 

　人間の理性は痴愚の現われか、
　　　　　　　苦しみの因生み出すばかりや
 
エラ「ところでモリアはんからみたら、この世
のすべては痴愚のかたまりということになるそ
うやけど、そしたら理性や知恵というものはお
まへんのか？」

モリア「アンタもやっぱり痴愚やな。理性や知
恵と痴愚が別にあるんやのうて、理性や知恵が
痴愚の現れいうことやんか、別に自然のままに
生きてたらええのにしょうむないもんばっかり
作り出して、それで自分で苦るしんでんのや。
理性が作り出した経済学に捉われて、大増税案
がでてくるんや。ともかく人間の理性はろくな
もんつくらんで、その最たるもんが貨幣やな。
これにとりつかれたら最後、一生をこれのため
に捧げつくしよる。これのためやったら寝るの
も惜しいそうや。あんまりこれが好きなもんや
から、これをつかうのが惜しいいうて、通帳眺
めるだけで満足して、結局死ぬまでつかわなん
だ奴もいるそうやで。つかわへんかったら意味
ないんやけどな。純粋馬鹿やろ。」

エラ「土地・建物や宝石・絵画・骨董品を収集
している連中も似たようなもんや。ただっぴろ
い家に住んだって、掃除からなにから自分では
でけへんから人やとってせんならんのやけど、
広すぎて不便なだけやがな。家族四、五人やっ
たら五つか六つ部屋があったらそれで十分贅沢
やがな。いや個室なんかないほうが一人で閉じ
こもられへんから。かえって孤独にならんでえ
えかもしれんな。個室があるよって家族の会話
がのうなってしまう家も多いそうや。ふだん使
わん宝石や絵画を持ってたって、それがいった
いなんやちゅうねん。みんながいつでも見れる
場所に寄付してんか、ほんならみんな楽しめる
のに、独り占めにして自分だけ喜んどおる、根
性ババ色や。」
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モリア「そらアホやで、たしかに。」

エラ「モリアはん、あんたはそうやって金持ち
や権力者の痴愚をこき下ろしはるけど、痴愚そ
のものは素晴らしいもんやと、痴愚を大いに賛
美してはるらしいね。」
 
モリア「自分の痴愚に気づかんと、自分だけ正
しいとおもとる馬鹿が権力者に多いやんか、自
分は核兵器ぎょうさん持っといて、ちっちゃな
国が一つでも持っといたろと思ったら、ならず
者呼ばわりしよる大統領がおるやんか、あれは
独善の典型やな。自分とこ民主的な国で、平和
を愛好してるから侵略者から平和を守るために
核兵器でもなんでも持つのは正義やけど、相手
の国は核兵器持ったらほんまに侵略や戦争に使
うから持たしたらあかん、持ったら核兵器をぶ
ち込むぞと脅しよるねん。」
 
エラ「よう考えたら、実戦で核兵器使いよった
んは、その国だけやったりして。あれは戦争を
早よ終わらして、本土決戦にならんですんだか
ら、相手の国民を救ったよい原爆やったという
理屈やな。ようするに良い木には良い実がなり、
悪い木には悪い実がなるという理屈で、自分が
正しいことが前提になってしもてる。そしたら
少々自分らが悪いことしても、動機は正義のた
めやったですませられるんや。」

モリア「そういう独善的な馬鹿は、大いに批判
しとかなあかんけど、人間の本性である馬鹿は、
人間のありのままの姿やから、馬鹿丸出しで生
きたらええわけなんよ。」
　
　本源の痴愚に帰りてまぐわいぬ、
　　　　　　この世のすべて痴愚が生みしか

エラ「ほおーどんな馬鹿がええ馬鹿何やろ」

モリア「ほらだれでも子供を作るための行為を
するときは、賢そうな顔やしかめっ面はやめて、
馬鹿丸出しの本来の顔に戻るやんか。我を忘れ
て忘我の境地でおこなわなあかんのや。神々か
てそうやで、そやからこの世界にあるすべての
ものは痴愚から生まれたというこっちゃな。」
 
　子育てに若さと別嬪吸い取られ
　　　　　　　　それで幸せ見上げたモリア
 
エラ「子供を生んだり、育てたりする母親の営
みはどうでっか、なかなか偉いんやおまへんか。」
 
モリア「それがモリアなんよ。そやかて出産ちゅ
うのはめちゃめちゃ痛いんやで、それが赤んぼ
の顔みるとすぐ忘れてもて、もう一人生みたい
なんてなるんやから、アホですわな。それに一
所懸命子育てして、自分の若さも別嬪もみんな
子供に吸い取られてしまいよるのに、それが生
きがいやとか、幸せやとかしゃーしゃーという
んやから、見上げたモリアやわな。」
　
　痴愚ゆえに可愛いものよ子供らは、
　　　　　　　　悪態つかずに笑顔ふりまく
 
エラ「まあ、あかんぼいうのは可愛いもんでん
な。孫ができたらメロメロになるいうけど、子
供を育てることほどやりがいの有ることはない
のちゃいまっか。」
 
モリア「子供もモリア（痴愚）のお陰で可愛い
んやで、はじめはなんも悪いこといわへんやろ、
ほいで可愛い、はじめから知恵があって、天上
天下唯我独尊なんかぬかしよったら、どついた
ろか思うで。」
 
エラ「そういやあ、女もあまり賢い女は可愛げ
がないわな。今はフェミニズムの時代やさけ、
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今のはオフレコやけど。賢い女にはまた別の魅
力はあるけど。（あのわては中世の人間だっさけ
い、女性差別やゆうて怒らんといてな、作者の
考えとは違います、念のため。）」
 
モリア「まああんまりない知恵絞って賢そうに
してたら、脂気が抜けてもてかさかさになって
しまうわな。女の肌が男よりずっと柔らかです
べすべしてんのは、男みたいに仕事で神経すり
減らしてへんからや。でもこれからは女も男と
おんなじ様に働らかなあかん時代やさかい、女
の肌も荒れるやろな。それに女が男より頭が悪
いなんて迷信なんよ。どんどん社会に進出すれ
ばええんよ。」
 
　化粧品のべつまくなし塗りたくり、
　　　　　　　　　肌が荒れぬかそれが心配
 
エラ「そういや近頃の女は、一部やろけど仕事
中であろうが、授業中であろうが、電車のなか
でも四六時中化粧しまくってるけど、それだけ
ない知恵つかって肌荒れしてるからやろか？」
 
モリア「あれは馬鹿女がしてるのよ。塗れば塗
るほど醜いのに、少しでもましにしょうと無駄
な努力するから、ますます肌は荒れるし、汚く
なるばっか。」
 
エラ「ところで政治で立派な国づくりに成功し
たり。世界平和を前進させたり、大きな事業を
やりとげたり、学問で偉大な業績をあげたり、
そういう場合にはやっぱり痴愚は邪魔こそすれ、
役には立ちまへんやろ。」
 
　シンプルな馬鹿でも分かる原理こそ
　　　　　　　　　成就の鍵ぞビッグな仕事
 
モリア「なに聴いとんねん。このアホウ。人間ごっ
ついことやろと思うたら、それに馬鹿になって

没頭せなでけへんのやぜ、それにものごとを複
雑に考えたらこんがらがって収拾がつかんよう
になるよって、できるだけシンプルに一つのテー
マに絞り込んで、それを原理にして情熱を傾け
なあかんのや。馬鹿の一つ覚えが最高なんや。
その方が、人に伝わるし、心を打つもんなんや。」
 
　幻想とうぬぼれなしで生きられぬ、
　　　　　　　　　　棺桶までも夢を忘れじ

エラ「そいでも、何事か成し遂げるためには現
実をリアルに見なでけへんわな。幻想にとりつ
かれてたら、へまばっかりしてすぐに破綻して
しまうやんか。」
 
モリア「現実をリアルに捉えてるつもりがそれ
が幻想やったことがようあるもんや。逆に夢や
幻から出発して、何度も挫折しながら、夢を失
わんと追い続けてたら、そこにロマンのあるす
ごい仕事ができることもあるんや。それにあん
まり幻想がなさ過ぎるのも困るで、自分自身や
自分の身内や友達に幻想をもってるから、お互
いに尊重し合い、助け合って充実した人生が送
れるんやんか。もうとっくに過去の人、終わっ
てると思われた人がいつまでも自分を信じて最
後の土壇場で見事な花を咲かせることもあるん
や。これは幻想力やな。」
 
エラ「自分の力に合わんことやっても、うまく
いかんわな。うぬぼれほどこわいもんはない。
身の程知らずの馬鹿では使いもんにならんやろ
な？」
 
モリア「なにいうとんねん。うぬばれが大事や
ねんぞ。人間みんな死ぬに決まってるやろ、ほ
んでもほんまに死ぬ思もたら怖うてなんもでき
んようになるらしいんや、それがだれでも自分
だけは死ねへんと心のどこかで思い込んでるん
や。たとえ死んでも生まれ変わるとか、続きが



- 19 - 大阪哲学学校通信　No.41

あると信じてんのや。つまり死んでもまだ生き
てると思てる。これもうぬぼれの一種やがな、
それが支えに生きてられるそうや。それに同一
視いうて、自分が駄目な人間や思うても、自
分の家族や親戚や友達や友達の友達が偉いやっ
ちゃとなったら。それだけでうれしい気持ちに
なるもんなんや。つまりうぬぼれの根拠を自分
と同一視できる誰かに求めるわけや。アイドル
とミーハー、阪神タイガースとファンの関係で
もそれは言える。自分は、会社首になり、妻子
に逃げられた時でも、親が死んだときでも一滴
もなみだこぼせへんかったのに、阪神タイガー
スが優勝した時は一升瓶抱えて、一晩中泣き明
かした男がぎょうさんいたらしいで。辛うじて、
人生に花がある、まだ救いがあるのは、同一視
した相手のことにすらうぬぼれられるという人
間のモリアのお陰なんや。」

　老いらくの恋も元気のもとなれば
　　　　　　　責めたまふまじ見苦しいなど

エラ「そいでも、還暦すぎのええ年齢こいてい
つまでも若いつもりで、女子中学生の尻を追い
かけたり、婆さんが若いツバメを捕まえたろお
もて、ベタベタ厚化粧しとるん見ると腹たって
けえへんか？気持ち悪うてゲエ出るで。」

モリア「そこがモリアの偉大なとこやがな。こ
れから高齢社会やゆうのに年寄りがそれぐらい
の元気がのうてどうすんじゃ。他人はすごい年
寄りに見えても自分は実際より二十歳は若こう
思とるらしいな。年寄りは自分はもうあかんと
思うさかい落ち込んで寝たきりになってまうん
や。そこがモリアの力で幻想力を特別に年寄り
には強ようしてるから、まだまだいけるいうて
七十台八十台の老人たちが老人ホームなんかで
老いらくの恋を楽しんでるそうやないか、その
方が寝たきりで十年以上家族や施設におむつか
えさせるよりよっぽど幸せやないか。本人にも

家族にも社会にとっても。」
 
　一介の大工の息子が人類の
　　　　　　　　　罪贖うと言うはモリアか
 
エラ「もう時間ぎれやさかい、また書き直して
もらうとして、最後に信仰についてモリアの役
割についてしゃべってんか。」
 
モリア「信仰はアンタの専門やんか。ギリシア
人に言わしたらキリスト教徒の信仰は痴愚の見
本みたいなもんや。そやかて大工の息子が人類
のために身代わりに磔にされて死んだからいう
て、それでなんで、それが全人類の罪をチャラ
につまりなかったことにして、あがなえるねん
ということや。今まで世のため人のために尽く
したために弾圧で殺された人はぎょうさんいて
はるやろ。それでもだれも全人類の罪はチャラ
にでけへんかった。なんでナザレ村の大工の息
子がそんなことできんねん。アホちゃうかと馬
鹿にされたんや。ほいでもよう考えたら、人類
が救われんのは、そんなモリアなことを信じる
ことによってしかあらへんの違うかということ
やねん。しゃあからキリスト教ちゅうのはみん
なが独善的な知を捨てて素直に信仰の痴愚に帰
ることで救われるとする痴愚宗教なんや。」
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◇講師：捧 堅二さん（大阪経済大学ほか講師／政治学）

◇2月14日（土）　午後１時半〜５時半ごろ
◇尼崎労働福祉会館（阪神尼崎駅下車、駅西の南北道路を北へ10分）

◇参加費千円（維持会員五百円）

「カリスマ」とは何か
——ヴェーバーの「支配の社会学」——

【講師より】「カリスマ」という言葉を聞いたこと、見たことがありますか。ワイド・ショーや週
刊誌でも「カリスマ美容師」とか、「カリスマ店員」とかといった具合に、いささか乱用され気
味の言葉ですが、これは、もともとはドイツの社会学者マックス・ヴェーバーの言葉です。「カ
リスマ」とは何か。「権力」、そして「支配」とは何か。ヴェーバーの政治社会学について、わか
りやすくお話したいと思います。
　アメリカではバラク・オバマが大統領になりました。彼は「カリスマ」的指導者と言っていい
と思います。20世紀の初め、ヴェーバーは「カリスマ」的指導者によるドイツの変革を希求し
ました。100年後の現在のアメリカでオバマによって本当の変革が可能になるでしょうか。そう
いうことを念頭に置きながら、政治についての原理的に考える材料を皆さんに提供できればいい
なと思っています。

　〈知の歴史〉入門講座　　　　　　　　　※場所・時間・参加費は上記と同じです

ヘーゲル『精神現象学』を読む（第４シリーズ、全３回）

●3月14日（土）●3月28日（土）●4月11日（土）

　　講師・田畑　稔さん（参与、大阪経済大学教授／哲学）

　2005年より、19世紀前半に活躍したドイツの哲学者ヘーゲルの『精神の現象学』（1807）を
読んでいる。『精神の現象学』 は難解で知られるヘーゲルの中でももっとも難解な本であるが、ヘー
ゲル哲学の誕生を告げる記念碑的な作品であり、哲学の全古典の中でも、読者を魅了してやまな
い魅力をもつ屈指の傑作であると言えよう。
　また『精神の現象学』には、我々が21世紀的地平で思想を再構築するに際して、「兆候的に」
読み取るべき貴重な構想が数多く語られている。講義風でなく、一緒にテクストを読んでいく形
で進めたいと思うので、ぜひこの機会にヘーゲルに直接アタックして、哲学的思考を鍛えてみて
ください。今年からの参加も大歓迎です。


